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【手続補正書】
【提出日】平成24年11月26日(2012.11.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の符号化レイヤから構成され、前記複数の符号化レイヤを選択的に復号することに
より、同一映像コンテンツに係る復号映像であって、前記同一映像コンテンツ内の一部又
は全ての領域を表現する復号映像を復号可能なスケーラブル符号化映像データを取得する
取得手段と、
　前記スケーラブル符号化映像データから復号可能な復号映像の各々により表現される前
記同一映像コンテンツ内の領域のうち、最小の領域を重要領域として設定する設定手段と
、を備えることを特徴とする表示制御装置。
【請求項２】
　前記復号可能な復号映像の各々について、空間解像度を判別する判別手段をさらに備え
、
　前記設定手段は、前記復号可能な復号映像の空間解像度を同一にした場合に各復号映像
により表現される前記同一映像コンテンツ内の領域の大きさに基づいて、前記最小の領域
を特定することを特徴とする請求項１に記載の表示制御装置。
【請求項３】
　前記複数の符号化レイヤを選択的に復号して復号映像を復号する復号手段と、
　前記復号手段により復号された復号映像を表示装置の表示領域に表示する表示手段と、
　前記復号手段により復号された復号映像の、一部の領域を切出して出力する切出し手段
と、をさらに備え、
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　前記復号手段は、前記表示領域が予め定められた大きさから縮小された際に、前記重要
領域を含む領域を表現する復号映像を復号し、
　前記表示手段は、前記重要領域を含む領域を表現する復号映像から前記切出し手段によ
り切出された前記重要領域を表現する映像を、前記縮小された表示領域に表示することを
特徴とする請求項１または２に記載の表示制御装置。
【請求項４】
　前記切出し手段は、前記重要領域を表現する復号映像の縦又は横の画素数が前記縮小さ
れた表示領域の縦又は横の画素数に満たない場合に、前記重要領域を含む領域を表現する
復号映像から、前記重要領域を含む、前記縮小された表示領域の大きさの領域の映像を切
出すことを特徴とする請求項３に記載の表示制御装置。
【請求項５】
　前記切出し手段は、前記縮小された表示領域のアスペクト比と、前記重要領域のアスペ
クト比とが異なる場合に、前記重要領域を含む領域を表現する復号映像から、前記重要領
域を含む領域を含み、前記縮小された表示領域のアスペクト比を有する領域の映像を切出
して出力することを特徴とする請求項３または４に記載の表示制御装置。
【請求項６】
　前記複数の符号化レイヤを選択的に復号して復号映像を復号する復号手段と、
　前記復号手段により復号された復号映像を表示装置の表示領域に表示する表示手段と、
をさらに備え、
　前記復号手段は、前記表示領域が予め定められた大きさから縮小された際に、前記重要
領域を表現する映像を復号し、
　前記表示手段は、前記重要領域を表現する映像を、前記縮小された表示領域に表示する
ことを特徴とする請求項１または２に記載の表示制御装置。
【請求項７】
　前記復号手段は、前記重要領域を表現する映像の縦又は横の画素数が前記縮小された表
示領域の縦又は横の画素数に満たない場合に、前記重要領域が最大の空間解像度を有する
復号映像を復号することを特徴とする請求項３乃至６のいずれか１項に記載の表示制御装
置。
【請求項８】
　前記表示手段は、前記重要領域を表現する映像の縦又は横の画素数が前記表示領域の縦
又は横の画素数よりも大きい場合に、前記重要領域を表現する映像を縮小して、前記縮小
された表示領域に表示することを特徴とする請求項３乃至７のいずれか１項に記載の表示
制御装置。
【請求項９】
　前記復号手段は、前記複数の符号化レイヤのうちの１つの符号化レイヤに対応する復号
映像を復号する際に、該符号化レイヤよりも下位の符号化レイヤを参照して復号し、
　前記設定手段は、前記スケーラブル符号化映像データから復号可能な復号映像の各々に
より表現される前記同一映像コンテンツ内の領域の中に、互いに異なる領域を表現する前
記最小の領域が複数存在し、かつ前記表示領域が予め定められた大きさから縮小された場
合に、前記複数の最小の領域を表現する復号映像であって、（１）前記表示領域に表示さ
れていた復号映像に対応する符号化レイヤを復号の際に参照する復号映像、あるいは（２
）前記表示領域に表示されていた復号映像の復号に参照された符号化レイヤに対応する復
号映像が表現する領域を、前記重要領域として設定することを特徴とする請求項３乃至８
のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項１０】
　表示制御装置の取得手段が、複数の符号化レイヤから構成され、前記複数の符号化レイ
ヤを選択的に復号することにより、同一映像コンテンツに係る復号映像であって、前記同
一映像コンテンツ内の一部又は全ての領域を表現する復号映像を復号可能なスケーラブル
符号化映像データを取得する取得工程と、
　前記表示制御装置の設定手段が、前記スケーラブル符号化映像データから復号可能な復
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号映像の各々により表現される前記同一映像コンテンツ内の領域のうち、最小の領域を重
要領域として設定する設定工程と、を備えることを特徴とする表示制御装置の制御方法。
【請求項１１】
　前記表示制御装置の判別手段が、前記復号可能な復号映像の各々について、空間解像度
を判別する判別工程をさらに備え、
　前記設定手段は前記設定工程において、前記復号可能な復号映像の空間解像度を同一に
した場合に各復号映像により表現される前記同一映像コンテンツ内の領域の大きさに基づ
いて、前記最小の領域を特定することを特徴とする請求項１０に記載の表示制御装置の制
御方法。
【請求項１２】
　前記表示制御装置の復号手段が、前記複数の符号化レイヤを選択的に復号して復号映像
を復号する復号工程と、
　前記表示制御装置の表示手段が、前記復号工程において復号された復号映像を表示装置
の表示領域に表示する表示工程と、
　前記表示制御装置の切出し手段が、前記復号工程において復号された復号映像の、一部
の領域を切出して出力する切出し工程と、をさらに備え、
　前記復号手段は前記復号工程において、前記表示領域が予め定められた大きさから縮小
された際に、前記重要領域を含む領域を表現する復号映像を復号し、
　前記表示手段は前記表示工程において、前記重要領域を含む領域を表現する復号映像か
ら前記切出し工程において切出された前記重要領域を表現する映像を、前記縮小された表
示領域に表示することを特徴とする請求項１０または１１に記載の表示制御装置の制御方
法。
【請求項１３】
　前記切出し手段は前記切出し工程において、前記重要領域を表現する復号映像の縦又は
横の画素数が前記縮小された表示領域の縦又は横の画素数に満たない場合に、前記重要領
域を含む領域を表現する復号映像から、前記重要領域を含む、前記縮小された表示領域の
大きさの領域の映像を切出すことを特徴とする請求項１２に記載の表示制御装置の制御方
法。
【請求項１４】
　前記切出し手段は前記切出し工程において、前記縮小された表示領域のアスペクト比と
、前記重要領域のアスペクト比とが異なる場合に、前記重要領域を含む領域を表現する復
号映像から、前記重要領域を含む領域を含み、前記縮小された表示領域のアスペクト比を
有する領域の映像を切出して出力することを特徴とする請求項１２または１３に記載の表
示制御装置の制御方法。
【請求項１５】
　前記表示制御装置の復号手段が、前記複数の符号化レイヤを選択的に復号して復号映像
を復号する復号工程と、
　前記表示制御装置の表示手段が、前記復号工程において復号された復号映像を表示装置
の表示領域に表示する表示工程と、をさらに備え、
　前記復号手段は前記復号工程において、前記表示領域が予め定められた大きさから縮小
された際に、前記重要領域を表現する映像を復号し、
　前記表示手段は前記表示工程において、前記重要領域を表現する映像を、前記縮小され
た表示領域に表示することを特徴とする請求項１０または１１に記載の表示制御装置の制
御方法。
【請求項１６】
　前記復号手段は前記復号工程において、前記重要領域を表現する映像の縦又は横の画素
数が前記縮小された表示領域の縦又は横の画素数に満たない場合に、前記重要領域が最大
の空間解像度を有する復号映像を復号することを特徴とする請求項１２乃至１５のいずれ
か１項に記載の表示制御装置の制御方法。
【請求項１７】
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　前記表示手段は前記表示工程において、前記重要領域を表現する映像の縦又は横の画素
数が前記表示領域の縦又は横の画素数よりも大きい場合に、前記重要領域を表現する映像
を縮小して、前記縮小された表示領域に表示することを特徴とする請求項１２乃至１６の
いずれか１項に記載の表示制御装置の制御方法。
【請求項１８】
　前記復号手段は前記復号工程において、前記複数の符号化レイヤのうちの１つの符号化
レイヤに対応する復号映像を復号する際に、該符号化レイヤよりも下位の符号化レイヤを
参照して復号し、
　前記設定手段は前記設定工程において、前記スケーラブル符号化映像データから復号可
能な復号映像の各々により表現される前記同一映像コンテンツ内の領域の中に、互いに異
なる領域を表現する前記最小の領域が複数存在し、かつ前記表示領域が予め定められた大
きさから縮小された場合に、前記複数の最小の領域を表現する復号映像であって、（１）
前記表示領域に表示されていた復号映像に対応する符号化レイヤを復号の際に参照する復
号映像、あるいは（２）前記表示領域に表示されていた復号映像の復号に参照された符号
化レイヤに対応する復号映像が表現する領域を、前記重要領域として設定する
ことを特徴とする請求項１２乃至１７のいずれか１項に記載の表示制御装置の制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　前述の目的を達成するために、本発明の映像再生装置は、以下の構成を備える。
　複数の符号化レイヤから構成され、複数の符号化レイヤを選択的に復号することにより
、同一映像コンテンツに係る復号映像であって、同一映像コンテンツ内の一部又は全ての
領域を表現する復号映像を復号可能なスケーラブル符号化映像データを取得する取得手段
と、スケーラブル符号化映像データから復号可能な復号映像の各々により表現される同一
映像コンテンツ内の領域のうち、最小の領域を重要領域として設定する設定手段と、を備
えることを特徴とする。
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